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　（令和7年12月4日　午前10時35分） 

 

●議長（酒井　聡）休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

通告の2、佐藤博一議員。 

 

1、行政視察について 

2、振興局について 

3、野尻湖の観光について 

4、癒しの森事業について 

 

議席番号4番、佐藤博一議員。 

 

◆4番（佐藤博一）　議席番号4番、佐藤博一です。一般質問を行いたいと思います。ま

ず、最初にお伺いしたいのは行政視察についてでございます。当町は、平成24年に信濃

小中学校が開校以来、十数年にわたり小中一貫校として全国からも注目を浴び、結構な

数の行政視察を受け入れてきた経緯があると思われます。またこの秋には新病院が開院

し、これから新病院に対しても視察が出てくるのではないかなと思われるところでござ

います。こういった行政視察は、私どもも常任委員会で視察を行ったりしているわけで

ございますが、この行政視察は先進性を求め、また私どもにないものを求め各地へ、ま

た各地から行き来をする、こういった訳でございます。ここで町長にお伺いしたいと思

います。当町への行政視察は、このところ結構多いと思うのですが、どのようにお感じ

になっているかお答えをお願いします。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　ただいま頂きました、佐藤博一議員からのご質問にお答えいたしま

す。当町への行政視察につきましては、議員ご指摘のとおり、総務課まちづくり企画係

所管の特定地域づくり事業、そしてまた義務教育学校として注目を集めております信濃

小中学校を中心に全国の自治体からお越しいただいているところでございます。また、

視察として選んでいただけることは、事業の先進性あるいは特徴ある取り組みが評価さ

れている結果ではないかと大変喜ばしく感じているところでございます。詳細につきま

しては、総務課そしてまた教育委員会の方から答弁させていただきます。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆4番（佐藤博一）　今、町長から総務課また教育委員会からということでお話がいただけ

る旨、答弁いただきました。全般的なこととして、総務課長にまずご答弁いただきまし

て、その次に一番事例の多い教育委員会から答弁をいただければと思います。お願いい
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たします。 

 

●議長（酒井　聡）　柄澤総務課長。 

 

■総務課長（柄澤　豊）　私の方からの状況についてお話をさせていただきたいと思いま

すが、当町で視察が多いのは、今ほど町長が申し上げた総務課まちづくり企画係と教育

委員会総務教育、信濃小中学校になりますけれども、そういうことでございます。まち

づくり企画係の関係におきましては、令和5年で、このときはまだ特定地域事業づくり

やってなかったのですけれども1件、それから信濃小中学校の方は4件、令和6年度が

まちづくり企画係が2件、小中学校の方が13件、令和7年度に入りまして今年度がまち

づくり企画係の方が6件ということで、これがここのところ、地域づくり事業の関係が

増えているということでございます。学校が10件という状況でございます。まとめて教

育委員会の方も申し上げましたので、そういうことでお願いをしたいと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　渡辺教育次長。 

 

■教育次長（渡辺美重子）　教育委員会からは、主に学校視察をどう感じているかという

点でお答えをさせていただきます。当町では信濃小中学校の開校に向けて、平成18年度

より様々な先進自治体への視察を行ってまいりました。特に、平成17年度に5つの小学

校と中学校を統合し小中一貫教育を開始した福島県にあります湖南小中学校には、開校

前までに7回にわたり視察に行かせていただきました。そこでは貴重な助言や教育現場

での実際を学ばせていただきました。このような視察で得た経験が今の当町の小中一貫

校の開校を強力に後押ししたと感じております。現在、信濃小中学校は開校14年目を迎

えております。これまで培った経験を生かし、児童生徒の減少や学校づくりに課題を持

つ多くの自治体から視察を受け入れております。昨年度は13団体、本年度は今日現在

10団体をお迎えしています。統合の経緯だけでなく14年目を迎えた、今の現状や課題

についても率直にお伝えしており、かつての恩返しの気持ちも込めまして教育環境づく

りの一助となればとの思いで対応しております。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆4番（佐藤博一）　総務課また教育委員会の詳細は分かりました。そこで全般的なお話で

ございますが、総務課長にまずお伺いしたいのですけれども、視察を対応する場合、部

署によって様々違いはあるかなとは思われますが、職員の事務の停滞、こういったもの

は起き得るものでしょうか、お願いいたします。 

 

●議長（酒井　聡）　柄澤総務課長。 

 

■総務課長（柄澤　豊）　それでは私の方からお答えしますが、総務課まちづくり係にお
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いては、視察がそれほど件数が多くないということもございまして、現時点で通常業務

に影響しているという認識はございません。また教育委員会からもそういう報告を頂い

ておりますが、昨年13件、今年度これまで10件と件数はそれなりにあるのですが、事

務の停滞については生じていないというふうに報告を受けてございます。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆4番（佐藤博一）　ということは、職員さんはこれ今まで教育委員会が十数年、総務課さ

んは数年の間ですけれども、それなりに視察というものに手慣れてきた、皆さんスキル

アップされているのではないかというふうに感じました。今度、私どもの委員会の話で

ございますが、昨年と今年、我々総務産業常任委員会で視察先を選定する際に、数か所

から有料だという答えを頂きまして、その金額が数万円から10万円ぐらいの幅でござい

ました。もともと私ども予算化していなかったために、残念ながら諦めざるを得ません

でした。また我々の今聞いているところでは、当町の職員の皆さんの中にも有料の視察

を実施して、視察に行って有料であったというところに行ってきて、お金を払ってきた

ということも聞いておるのですけれども、そこで町長にお伺いしたいのですが、当町に

お見えになる視察の方に対して今まで十数年、例えば教育委員会であれば無料で特にお

金を頂いていなかったのですけれども、そういったことを有料にしてこれからその収入

を得られるように、それが少しでも財務の一部に、一助になっていければなと思うので

すが、そんなに大きな金額は頂くこともできないと思うのですけれども、有料化という

考え方はいかがでございましょうか。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　視察の有料化についてのお尋ねでありますが、県内においても既に

有料化している市町村があると伺っておりますけれども、現時点で町では有料化につい

ては検討していないという状況でございます。詳細につきましては、総務課長さんの方

から答弁させていただきます。 

 

●議長（酒井　聡）　柄澤総務課長。 

 

■総務課長（柄澤　豊）　それでは私の方からお答えをしますが、当町で今、町長の答弁

したとおり、現時点では検討はしてございません。視察を希望されるほとんどのケース、

行政それから議会関係者というようなことを踏まえているのと、それから現時点で事務

が停滞するほどでないということ、それらを踏まえて今のところ検討はしてございませ

ん。今議員さんおっしゃるとおり、他の市町村、県内でも近隣でもございますし、有料

化してやっているというところもございます。かなり件数が相当量違う部分もあるので

すけれども、そういった観点からも、当町ぐらいのところで取るのはいかがなものかと

いうのもあるのですが、今後、他の団体の状況ですとか、受入れの人数、これからどん
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どんと増えてくるということであれば、そういったものも含めて検討はしてまいりたい

ということでございます。今ほどの議員さんのところで当課といいますか、うちの方の

視察においても、有料のところへ行って、お支払をして視察を行ったというようなお話

があったと思うのですが、ちょっと私の方の認識では、有料だったのですが、議会を通

じてお話をさせていただいて、減免をしていただいたというようなお話を聞いておりま

すので、行政視察に関して全て取っているかというと、そうでもないのかなという部分

がありますので、また今後増えてくれば検討させていただきたいということでお願いし

たいなというふうに思います。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆4番（佐藤博一）　今後、数がかなり増えて事務に支障を来すというような状況になれば

検討もいただけるという向きでお願いしたいと思います。また、先ほど私の質問をした

中で、職員の方がお金をうんぬんは減免までの話は聞いていなかったものですから、実

際それはちょっと私の方の誤認かなと思いますので総務課長のご答弁いただいたとおり

で理解したいと思います。よろしくお願いしたいと思います。では、次に振興局につき

まして質問をしたいと思います。まず町長にお伺いしたいのですけれども、もともと振

興局は駅業務を中心として平成26年の秋、今頃なのですけれども、会社を作りました。

今、この歴史が実際26年から今約10年少しありますけれども、実際その成り立ちの具

合と、果たした役割はどのようなものであるかと認識されていますでしょうか。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　振興局についてのお尋ねでございます。振興局につきましては、し

なの鉄道北しなの線の開通、平成27年でございますけれども、その運行の開始に合わせ

て黒姫駅の運営に関係する業務を担っていただいております。この業務はですね、もと

もとは町に委託されている業務を、町が信濃町振興局に再委託している、そういう形を

とっているところでございます。北しなの線は、長野市、飯綱町、信濃町、妙高市を結

ぶ重要な公共交通機関であり、通勤通学など地域住民にとって不可欠な交通手段となっ

ております。また、その運行は年間を通じて毎日行われておりまして、乗車券の発売、

改札、旅客案内など駅の運営に関する業務は地域社会におけます利便性の向上にも大き

く貢献しているものと認識しております。また振興局は黒姫陸上競技場と黒姫保養地の

指定管理業務を始め総合情報センターでの観光案内なども受託していただいております。

観光振興の面でも役割を果たしていただいているものと感じているところでございます。

以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆4番（佐藤博一）　分かりました。担当課長にお伺いします。振興局としなの鉄道の関係
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性と来年度以降の駅業務の改札の自動化での振興局の在り方は、いかがでございましょ

うか。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤産業観光課長。 

 

■産業観光課長（佐藤宏幸）　今ほどの振興局としなの鉄道との関係性における来年度以

降の在り方についてお答えをさせていただきます。北しなの線におきましては、令和8

年の4月以降、Suica（スイカ）の導入に伴いまして、黒姫駅は無人駅となります。この

ため、しなの鉄道株式会社と信濃町が締結していた駅業務委託契約につきましては来年

3月末をもって解除され、それに伴い信濃町から信濃町振興局への駅業務委託も終了と

なります。このことによりまして信濃町振興局の主な業務がなくなるため、今後の振興

局の在り方につきましては、理事会や社員総会で議論がされ決定されるものというふう

に思います。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆4番（佐藤博一）　先ほど町長からもご答弁いただいたのですけれども、来年度からはし

なの鉄道から町に対して駅業務の委託料の支払が無いと、再委託がないということはお

伺いしました。ということは、しなの鉄道のそもそもの在り方も、先ほど町長にご答弁

いただきまして、駅業務の振興局の成り立ちについて、もともと町が駅の業務を受ける、

それを再委託して、それを更に受け皿として振興局ができたというふうに、町長もご理

解なさっていらっしゃいました。ということは、振興局の本来の業務をやるべきことは、

これは駅業務ありき、駅業務がなければ、私は振興局は一旦清算すべきものであるとい

うふうに考えております。それについて、先ほど担当課長に在り方というふうにお伺い

しましたら、理事会や社員総会で決めますというふうに、当然これ一般社団法人ですか

ら町がとやかく言うことはないかなとは思われます。ただ町も、そこの中の最初に会社

を作ったときの200万円という出損金を出して、また商工会、観光協会、旅館組合もお

金を出しながら作った会社であります。そこに副町長が理事として出ていらっしゃるわ

けですけれども、一番発言権が大きいと思いますし、町の実際の観光行政またはこうい

った鉄道関係を担っていくという話の中では、町が主導的にやるべき話ではないのかな

と思うのですが、副町長におかれましては、私が今申し上げた一旦振興局を清算すると

いう方向性を、理事のお一人として振興局の中でお声を上げていただくことはいかがで

しょうか。 

 

●議長（酒井　聡）　小林副町長。 

　 

■副町長（小林義之）　駅業務ということでありますけれども駅業務以外にも他にもいろ

いろな事業を振興局について担っていただいていることであります。また今後の在り方

につきましては、先ほどもありましたけれども、振興局の理事会また社員の総意で決め
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ることですので、私も一理事の意見を述べることにつきましてはこの場では差し控えさ

せていただきますが、現在振興局におきましては理事会で今後について検討を進めてい

るところでございます。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆4番（佐藤博一）　副町長から、多分、差し控えさせていただきますという答弁を頂くの

は予想しておりました。実際に先ほど町長からも答弁あったように、黒姫の運動場の指

定管理とか保養地の指定管理、また観光案内所といった観光関係にも実際は、振興局は

寄与してきたということが答弁いただきましたけれども、実際その辺は付随的な話であ

り、まして一番主たるものは駅業務でございます。それも、しなの鉄道から町が委託さ

れて、それを更に振興局に再委託していたということの、その再委託のこれが解消され

るというふうに先ほど、解除ですが、3月末で解除というふうに答弁いただきました。そ

れで無人駅になってしまいます。ということは無人駅になって解除されたところに、で

はこれから信濃町としてしなの鉄道に対しまして、信濃町もしくは振興局として、町も

当然絡んでくると思うのですよ。あそこで、例えば、商売されている駅そば、そういっ

たものをやらせてくださいということは、これは町もタッチできるのですか。そういっ

た商売や行政はタッチできないと思っておりますが、これが振興局という名前だけ残し

て、では、振興局がしなの鉄道に駅そばをやらせてくださいというふうにお願いに上が

って、今後継続していく話であります。それは先ほど結論をもらっております振興局の

理事会また社員総会が全て会社ですから、そちらの意向が全てではありますけれども、

実際、振興局というものが残ったとしますと、町として案内所の予算もしくは観光パン

フレット等の今まで予算をつけていたものは、そういったものは振興局に支払をするの

でありましょうか。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤産業観光課長。 

 

■産業観光課長（佐藤宏幸）　現在、そば店の運用面につきましては、振興局様としなの

鉄道様で直接に契約等を結んでいる関係でございます。その関係につきましては、各々

の方で話が進めていかれるのであろうというふうに考えてございます。また、今後の振

興局の在り方についてということで、先ほど理事会、社員総会で諮っていくということ

を答弁させていただきました。その動向を注視しながら、町としても適切な対応を検討

してまいりたいというふうに考えてございます。仮にそういった町の委託事業でござい

ますので、今後の様子を見ながら、場合によっては予算組み替えまたは事業内容見直し

等についても進めていければというふうに考えてございます。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆4番（佐藤博一）　今、今後の予算の組み替え見直しも考えなくはないという答弁を頂き
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ました。実際、道の駅の観光案内所は振興局で担っており、駅前の観光案内所は観光協

会で担っております。これはどう見ても観光協会に一元化するのが筋ではないかなと思

われます。住民の方からも多々そういうご意見が頂いております。実際、道の駅の観光

案内所にかかる経費は結構過大のものを払っているように思われます。これは監査委員

さんがどのように監査したか分かりませんが、私が思うところは非常に実際、そういっ

たところにそれなりのお金をかけるよりも、一つの組織に一元化してやっていくのがよ

ろしいのではないかなと。また、パンフレット等も今までは観光協会で過去はやってい

た経緯がございます。それは過去の経緯に照らしまして、観光協会に一本化というか、

観光協会にまとめていくべきものであるというふうに、今後検討していただければなと

思います。では、次の野尻湖の観光についてお伺いしていきたいと思います。もう一度

ごめんなさい。振興局につきましては、まだまだ3月末をもっての話でございますし、

これから副町長が理事として今後も参加なさるでありましょうけれども、今までの振興

局の動きを見ておりますと、非常に安直な考え方で総会を行ってみたり、私どもが見て

いても、何でこんな総会をやっているんだというような場所で総会を行ったり、非常に

理事さんがしっかりもう少ししていただければなと思いますので、特に副町長には理事

さんとしてちゃんとした意見を述べていただけるようお願いしながら、次の質問に移り

たいと思います。野尻湖の観光についてでございますが、野尻湖の周辺で一時は海外資

本的なグループが、ファンドが野尻湖の土地を取得した時期が一時ありまして、最近に

なりまして、今度、野尻湖の町の中で土地の取得の動き、また今後どのような開発をす

るのか分かりませんけれども、地元の観光業者さんから産業観光課長は何か情報はいた

だいておりますでしょうか。 

 

●議長（酒井　聡）　ちょっと指名の前に、佐藤議員、先ほどの件もありますので、節度

ある言葉遣いでお願いします。はい答弁をお願いします。佐藤産業観光課長。 

 

■産業観光課長（佐藤宏幸）　野尻湖周辺の土地の動きに関してですが、土地の売買につ

いては常に行われているものと承知してございますし、今の一部についても若干承知の

方はしてございます。また、新たな開発行為につきましては、事業者から、公に説明が

あれば対応を検討いたしますが、現段階ではそういうような説明は行われていないとい

う認識でございます。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆4番（佐藤博一）　実際の野尻湖の土地の取得とか開発行為は、実際問題は民間の業者さ

んがやっていらっしゃることですので、今、課長の答弁のとおり、町としてもとやかく

何か言うべきものではないかなというふうには思いますが、実際情報収集には努めてい

ただきまして、町の観光行政の方向を間違わないようなふうに動いていただければと思

います。町長にお伺いしたいのですけれども、来年度のグリーンシーズンに向けて町と

しての観光政策のやり方はいかがでしょうか。例えば国の観光庁ではインバウンドに関
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してのお話がありますし、また日本政府観光局は、これ海外に向けてのプロモーション

をやっているところであります。また、野尻湖が属しております国立公園、こういった

国立公園に関しましては自然環境、また動物の保護等で環境省、そういった多岐にわた

った国との関わりもあるような場所になります。そのような国との関係性の構築も含め

まして、町長の、町としての今後の観光施策につきまして、どのようにお考えであるか

お願いしたいと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　来年度以降の町の観光政策についてどうかということでありますが、

つい先月でございますけれども、観光審議会を再開させていただきました。これは、コ

ロナ禍を経まして、国内以外におけます観光産業を取り巻く環境が大幅に変化した、そ

れから、当町周辺において、これまでにないような大規模なリゾート開発が計画されて

いる中で、信濃町における観光の在り方を見直していかなければならない、あるいは方

向性を定めていかなければならないということで再開したところでございます。観光審

議会におきましては、観光協会をはじめ関係事業者の協力をいただきながら、現状分析

に加え、将来的な基本方針を共有し、重点となる柱を整理する予定としてございます。

そのような中で野尻湖周辺についても重要なエリアであるというふうに認識のもと、具

体的な方向性を煮詰めていければというふうに考えております。また、来年度は、もと

もとは、本体は令和９年度でありますが、JRが信州デスティネーションキャンペーンと

いうことで、それのプレ年度に当たりますので、信濃町の魅力をアピールできる絶好の

機会ではないかと思います。長野駅から当町を含みます周辺エリアを一つのまとまった

エリアとして周遊プランを提案できればと感じているところでございます。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆4番（佐藤博一）　観光審議会が開かれたということは初耳でございまして、審議会の委

員の意見をいただきながら、町長としても、町のこれから答申をいただいた上で方向性

を定めていただければなと思います。遊覧船うんぬんについて質問を出しておきました

けれども、情報としては、来年度も普通に定期船が運航できるというふうに私も情報を

いただきましたので、これについては、質問は割愛しております。次に、癒しの森事業

についてお伺いしたいのですけれども、都内で行っている東京の癒しの森サロン終わっ

た後、検証を行ってはいらっしゃいますでしょうか。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤産業観光課長。 

 

■産業観光課長（佐藤宏幸）　癒しの森サロンについてのご質問でございます。例年、癒

しの森サロンにつきましては、都市圏の企業や大学等をメインターゲットに、実際に当

町と提携し研修や保養事業として活用されている事例を、団体間で情報を共有すること
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で町への誘客増加を促進するためのPRとして都内で開催してきました。これまでの都内

での開催は、誘客宣伝として一定の効果があったものと考えてございます。また、開催

終了後に、関係者と振り返りにより効果検証をしているところでございます。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆4番（佐藤博一）　今非常に簡単に効果検証をしているということで、それは何か検証し

た冊子もしくは書類というものは残されているのでしょうか。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤産業観光課長。 

 

■産業観光課長（佐藤宏幸）　聞き取り等を行っておりまして、そこに伴う何かしらの書

類等につきましては、特段まとめたものについてはございません。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆4番（佐藤博一）　今後、私が例えば、産業観光課にお伺いたしまして、過去の癒しの森

サロン等が行ってきたものの状況をお聞かせくださいということであれば、ここでは今、

やっておりませんですけれどもという答弁ですが、お聞かせいただけるというふうに理

解して、次にいきます。実際、参加される企業や大学さん等も担当者はどんどん変わっ

ていきますし、私どもの町の担当者も始めた頃から思えば、十数年前から思えば担当の

課長もどんどん変わっております。また、お互いの組織の進化や変化もあると思います。

時代に即したやり方を考えるべき時に、来ているのではないかなというふうに思うので

すが、そういったこれから変えて行こうという気持ちはありますか。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤産業観光課長。 

 

■産業観光課長（佐藤宏幸）　癒しの森サロンにつきましては、平成23年度から第1回を

数えまして、これまでコロナ禍を挟みまして、この令和7年度で14回を迎えるような内

容でございます。これまで、都内での開催は、誘客宣伝として一定の効果があったもの

と考えてございますが、都内でのサロン開催は昨年度までで一度区切りをし、既に今年

度開催方法を変更しております。具体的には、開催場所を町内に変更、開催時期も秋の

紅葉の季節としました。提携企業等に新たなサロン開催の趣旨をご案内し、当町ホテル

にご宿泊いただき、チームビルディングや各種セラピー講座、秋の森歩き体験などのプ

ランを味わってもらいました。さらに、町内商工事業者との新たなビジネス展開を狙っ

て町商工会とも連携し、町内企業にもご参加いただきました。参加企業は8社、参加者

は24名、初年度の試みとなり、結果的に参加企業数は減少しましたが、参加企業から信

濃町との開催と、町内事業者との交流について評価の声を頂きました。約20年の歴史に

ある癒しの森事業に新たな伸び代を感じたところでございます。閑散期である10月に宿
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泊を伴って開催できたことも今後につながると考えてございます。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆4番（佐藤博一）　今、東京での区切りをつけてというのは今初めてお聞きしました。あ

りがとうございます。実際効果もあった旨答弁いただきましたし、地元の商工会さんま

たは企業さんとの連携も取れたというふうに非常に嬉しい限りでございます。実際、例

えば担当職員は各提携企業への訪問等は行っておりますでしょうか。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤産業観光課長。 

 

■産業観光課長（佐藤宏幸）　癒しの森事業の具体的な推進につきましては、信濃町ウッ

ズライフコミュニティが担っており、提携企業へ訪問営業もされてございます。詳細な

訪問回数までは承知してございませんが、これらの営業により令和7年11月時点で計40

社1740名が来町されてございます。そういった中で、町の職員が直接というよりも、今

現在はこういった信濃町ウッズライフコミュニティ様に業務を担っていただいていると

いった現状でございます。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆4番（佐藤博一）　これはまた、今、ウッズライフコミュニティが担っていると、外部委

託されているという面も非常にまた、やり方としては今までよりも一歩進んだ先進的な

ものになりつつあるなというふうに感じました。また40社1740人というのも非常に大

きな数字になりつつあるなと。今後、癒しの森はまだまだ進めていっていただければな

と思います。ここで町長にもう一度お伺いしますが、駅業務の来年度の変化する流れ、

それから実際私ども信濃町はしなの鉄道や高速道路のアクセスの良さ、それからインバ

ウンド、インバウンドは結構お見えなりになっていらっしゃると思います。それから野

尻湖周辺のこれからもまだまだ見ていなければならない面、それから今お話ししました

癒しの森、また冬のスポーツ、それから夏におきましては、大学の駅伝チームの合宿が

信濃町で行われ、今後陸上競技場をお使いいただいているということ、結構今申し上げ

ただけでも、特色がかなり信濃町にはあるのではないかなと思います。それでもう一度

まとめでございますけれども、こういった中で今すべて申し上げた事例は、必ず相手さ

んの人が社員さんなり、学生さんなり、人が出てくる話だと思います。当然、私どもお

受けしている町も職員の皆さんが現場で頑張っていらっしゃって対応なさると。結局人

対人で動いていくのが、こういった観光のこれからであるのではないかなと思います。

人の繋がりが、やはり信濃町でしかできないことを体験していただき、また信濃町でし

か味わえないものを食べていただき、これからの観光ビジョンを描いていただければな

と思うのですけれども、そういったところを全て踏まえまして、町長にもう一度これか

ら来年度以降、信濃町の観光ビジョンをどう描いていくか、もう一度ご答弁いただけれ
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ばなと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　当町におけます観光振興をどのようにけん引していくのか、という

ことでございます。おっしゃられたとおり、当町には美しい景観、それから豊かな自然

環境に加えまして、ナウマンゾウであったり、小林一茶というような歴史文化面におい

ても、観光振興につながるコンテンツが本当にたくさん存在しているものとは認識して

おります。今後は、これらを結びつけた周遊プログラムなどを開発して、あるいは周辺

の妙高市あるいは飯山市との連携も更に深めて、広いエリアを対象としたツーリズムと

いうか、滞在型の観光振興につながればなというふうに考えております。そういった意

味でも今回再開させていただきました信濃町観光審議会は方向性を見いだすための大き

なステップになると確信をしておりますし、大いに期待しているところでございます。

以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆4番（佐藤博一）　町長が非常に審議会を重視して、そういったもので方向性をこれから

考えていただくということはよろしいかなと思います。よろしくお願いしたいなと思い

ます。また今朝の信毎を見ますと、小林一茶の七番日記の件が記事で大きく取り上げら

れておりました。これから、やはり信濃町も最近、文化面では結構信濃町は取り上げら

れていると思います。新聞にもできるだけ取り上げていただけるよう、町としてもまた、

町内の事業者さんにもおきましても、情報を発信いただけるようお願いしていただいて、

信濃町をどんどんアピールしていただければなと思います。これで一般質問を終わりま

す。ありがとうございました。 

 

●議長（酒井　聡）　以上で、佐藤博一議員の一般質問を終わります。この際申し上げま

す。昼食のため、午後1時まで休憩といたします。 

 

　　　　　　　　　　　　　　（終了　午前11時19分）


